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第２次宇都宮市自転車のまち推進計画（後期計画） 概 要 版

第４章 計画の基本方針

ＮＣＣの更なる推進に向けて，ウォーカブルなまちづくりの推

進や公共交通ネットワークの充実など，まちと暮らしが大きく変

わる転換期を迎える中，まちづくりの進展と連携した自転車施

策・事業の充実を図り，歩く・乗る・集うが調和した誰もが健康

で便利に楽しめる「自転車のまち宇都宮」を実現します。
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自転車で人と公共交通とまちをつなげる

ＮＣＣの更なる形成とみらいへ向けた
自転車の輪を広げ、誰もが健康で便利に楽しめる

「自転車のまち宇都宮」の実現

基盤づくり
～つなげる～

意識向上
～みらいへ～

機会づくり
～自転車の輪～

柱 目標

歩行者・自転車が安全・快適に移動できる機能的で質の高い通行環境の実現

公共交通と連携し公共交通ネットワークを補完する利便性の高い自転車利用環境の形成

歩行者・自転車利用者・自動車運転者それぞれの安全意識の高揚

自転車の日常利用促進による脱炭素化と健康増進

プロモーションの推進強化と自転車の輪の形成

自転車と地域資源の連携活用による自転車を楽しむ多様な機会の提供

後期計画に向けたテーマおよびポイントを踏まえ，計画の柱および基本目標を以下のとおり設定します。

１） 計画の目的

２） 計画の期間

３） 計画の位置付け

令和８年度から令和１２年度までの５年間

１） 将来像

１） 前期計画の取組状況

２） 市民アンケート結果 ３） 自転車を取り巻く環境変化

２） 基本目標

②自転車通行空間の質の向上

③良好な自転車通行空間の持続的な確保

④公共交通との更なる乗継強化に向けた自転車利用環境の整備

①まちづくりの進展に対応した自転車利用環境の整備

⑤歩行者・自転車・自動車それぞれに対する交通ルールやマナーの周知・啓発

⑧「自転車のまち宇都宮」のＰＲ強化

⑦地域資源と自転車の連携・活用による更なる誘客促進

⑥自転車を活用した脱炭素型ライフスタイル・ワークスタイルの推進

つなげる
まちづくりを支える
自転車利用環境整備

自転車の輪
自転車と地域資源の
連携による魅力向上

みらいへ
自転車利用意識の

更なる向上

テーマ ポイント

課題を踏まえ，後期計画に向けた３つのテーマと８つのポイントを整理しました。

後期計画に向けたテーマおよびポイントを踏まえ，計画の将来像を以下のとおり設定します。

前期計画の各種取組や環境変化等を踏まえた自転車施策の推進による「自転車のまち宇都宮」の更なる推進

・「自転車活用推進法」第１１条に規定する市町村計画
・第６次宇都宮市総合基本計画の基本施策を実現するための計画
・ＳＤＧｓへの貢献（目標３・目標１１・目標１３）

成果指標の達成状況

自転車の利用促進
○ 自転車の利用促進には，安全安心な通行整備や駐輪場
整備，自動車ドライバーから自転車利用者への配慮増進，
シェアリングモビリティの拡大などが効果的である。

４） 課題の総括

自転車の安全利用
○ 通行空間の質が高いほど車道通行の割合は増加する
傾向にあり，自動車ドライバーの不安軽減にも寄与する。

自転車のまち推進

○ 市民に自転車のまちと認識されていない。
○ 認識向上には，ＰＲ，通行空間整備，自転車通勤推進
が効果的である。

○ 次期自転車活用推進計画のビジョンにおいて，「人中心
のまちづくり」の実現が明示

○ 改正道路交通法の施行により，交通反則通告制度
（青切符）が自転車にも適用

国・県の動向

本市の動向
○ ウォーカブルなまちづくりが推進
○ ライトライン開業やバス路線再編など，公共交通ネット
ワークが充実

○ 脱炭素社会の実現に向けて，自転車の活用を促進
○ 東部総合公園「アークタウン宇都宮」や北西部地域体育
施設にＢＭＸ関連施設が整備

○ 鬼怒川・小貝川かわまちづくり計画への参画により，鬼
怒川沿川における一層のサイクルツーリズムの推進が期待

基盤づくり 意識向上 機会づくり

➤ 整備延長の拡大だけでなく，質の高い
通行空間整備

➤ 視認性が低下し路面標示への対応
➤ 既存駐輪場の利便性向上
➤ ウォーカブルなまちづくりと連動した
整備

➤ 公共交通との乗り継ぎ促進
➤ シェアリングモビリティの拡大

➤ 自転車利用者以外へのルール
・マナーの周知

➤ ウォーカブルなまちづくりを
踏まえた歩行者の安全確保

➤ 自転車通勤推進など日常利用の
促進

➤ ジャパンカップ以外のサイクルイベ
ントの充実

➤ かわまちづくり計画を活用した広域
的なサイクルツーリズム

➤ 新たな地域資源（アークタウン宇都
宮，北西部地域体育施設）を活用した
魅力向上

➤ 「自転車のまち宇都宮」のブランド
力向上に向けたＰＲの強化

指標 基準値 実績値（Ｒ７） 中間目標値（Ｒ７）

基盤づくり
自転車通行空間整備の満足度 19.3% 20.0% 27.7%

市内駐輪場の利用者数 8,436人/日 8,452人/日 9,054人/日

意識向上
自転車が関連する交通事故件数 484件/年 365件/年 270件/年

健康のために意識してから身体を動かす成人の割合
男 56.2%
女 48.3%

男 55.4%
女 51.2%

男 63.0%
女 60.0%

機会づくり
自転車競技・サイクルイベントによる経済波及効果 28億円/年 35.8億円/年 28.5億円/年

「自転車のまち」の認知度 11.4% 13.0% 13.2%

各施策の評価

柱 取組状況

基盤づくり
・自転車通行空間の整備延長は順調に延びているが，市民満足度は低調。また，視認性が低下した路面標示への対応が必要

・ライトライン停留場付近の駐輪場を１３か所整備するなど，計画どおりに整備。想定以上の利用率となっている。

意識向上
・令和６年については，前年と比較して事故件数が増加。自転車ユーザーに非がない事故が増加している。

・健康ポイント事業の促進などにより，健康のために意識して体を動かす成人の割合は年々増加傾向にある。

機会づくり
・宇都宮ジャパンカップについては，令和６年度に過去最高の経済波及効果となるなど，計画以上の成果となっている。

・ＰＲの充実は図られたが，自転車のまち宇都宮の認知度は年度ごとにばらつきがある。



第５章 施策事業一覧・指標
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計画全体の指標

総合的に宇都宮市は「自転車のまち」だと思う割合 現状（Ｒ７） １９.４％ 目標値（Ｒ１２） ３０％

柱 目標 施策 事業 分類 重点 アウトプット指標 アウトカム指標

基
盤
づ
く
り
（
つ
な
げ
る
）

歩行者・自転車が安全・快適に
移動できる機能的で質の高い
通行環境の実現

安全な通行環境の整備

自転車通行空間等の新設整備 拡充 ◎

〇自転車通行空間の整備延長
（総延長）

○自転車通行空間整備の市民満足度既整備路線における質の高い自転車通行空間の再整備 新規 ◎

生活道路における安全な通行環境整備 新規

自転車ネットワーク路線の維持
管理

既整備における自転車通行空間の計画的な維持管理 拡充

走行支障物件の撤去指導 継続

路上駐停車対策の検討 新規

公共交通と連携し公共交通
ネットワークを補完する利便性
の高い自転車利用環境の形成

公共交通との乗継強化に向けた
自転車利用環境の整備

鉄道駅周辺駐輪場の適切な管理運営 継続

○交通結節点の駐輪場整備箇所数 ○駐輪場整備の市民満足度

ライトライン停留場付近の駐輪場環境の向上 継続 ◎

JR宇都宮駅西口周辺における駐輪場の再整備検討 継続

ライトライン駅西側を見据えた停留場付近の駐輪機能の検討 新規

路線バス停留所付近の駐輪場整備 継続 ◎

モビリティハブの設置 新規

自転車放置防止対策 継続

シェアリングモビリティの普及促進 継続

意
識
向
上
（み
ら
い
へ
）

歩行者・自転車利用者・自動車
運転者それぞれの安全意識の
高揚

自転車等の交通ルール・マナー
等の周知啓発

学校やプロスポーツチーム，民間企業等と連携した交通安全教室の開催 継続 ◎

〇自転車安全利用教室の開催数 〇自転車事故発生件数

心身の発達段階に応じた交通安全教室の開催 継続 ◎

市公式ＳＮＳ等を活用した自転車利用者への効果的な啓発の実施 新規

自転車安全利用のための街頭指導の実施 継続

自転車ヘルメットの着用の周知・啓発 継続

自転車損害賠償責任保険等の周知・啓発 継続

（仮称）「宇都宮市自転車安全利用推進事業所」の認定事業の実施 新規

災害時における自転車の活用 災害対応職員の参集手段としての自転車利用 継続

自転車の日常利用促進による
脱炭素化と健康増進

自転車通勤などの日常的な利用
の促進

企業等と連携した自転車通勤の促進 拡充 ◎

○出前講座「自転車通勤のススメ」の
開催回数

〇通勤目的の自転車分担率

（仮称）「宇都宮市自転車安全利用推進事業所」の認定事業の実施【再掲】 新規

自転車利用を通した市民の環境
配慮行動の促進

みやエコ・アクション・ポイント事業を活用した自転車による環境配慮行動の促進 新規

企業等と連携した自転車通勤の促進【再掲】 拡充 ◎

自転車を活用した市民の健康づ
くりの促進

健康ポイント事業等を活用した自転車による健康増進 継続

プロスポーツチーム等と連携した介護予防教室 継続

企業等と連携した自転車通勤の促進【再掲】 拡充 ◎

機
会
づ
く
り
（自
転
車
の
輪
）

自転車と地域資源の連携活用
による自転車を楽しむ多様な
機会の提供

サイクルスポーツの振興

宇都宮ジャパンカップサイクルロードレース等の開催 継続 ◎

〇体験型
サイクルイベント開催数

〇体験型
サイクルイベント参加者数

宇都宮ジャパンカップ等における参加型レース・イベントの開催 拡充 ◎

様々なサイクルスポーツの利用環境の整備 継続

様々なサイクルレース・イベントの誘致・開催 拡充

サイクルツーリズムの推進

市内観光地等における自転車での広域的な誘客促進 拡充

自転車マップ等の作成・配布 継続

鬼怒川サイクリングルート沿川のリバースポット整備 新規

サイクリングルート沿線の休憩スポット（自転車の駅）の充実 継続

サイクリストに対する支援策の実施 継続

プロモーションの推進強化と
更なる市民のシビックプライ
ド・自転車の輪の形成

自転車のまち宇都宮のPR強化

プロスポーツや多様なメディアを活用した情報発信 拡充 ◎ ○市の取組に関する
情報発信・周知啓発回数

○「自転車のまち」のPRへの
市民満足度

民間企業等と連携した自転車のまち宇都宮の周知啓発 新規

ターゲットに合わせた自転車のまち宇都宮の周知啓発 新規

現状（R7）
２０.０％

目標値（R１２）
３６.０％

現状（R7）
７２箇所

目標値（R１２）
８５箇所

現状（R7）
２６．２％

目標値（R１２）
３７％

現状（R7）
１１９回／年

目標値（R１２）
１５０回／年

現状（R7）
３６５件／年

目標値（R１２）
２７０件／年

現状（R7）
０件／年

目標値（R１２）
１２件／年

現状（R7）
１２．０％

目標値（R１２）
２０％

現状（R7）
２9回／年

目標値（R１２）
３０回／年

現状（R7）
４，７３７人／年

目標値（R１２）
５，０００人／年

現状（R7）
４０８件／年

目標値（R１２）
５９０件／年

現状（R7）
１６．５％

目標値（R１２）
３０％

現状（R7）
９３.１ｋｍ

目標値（R１２）
１２３.３km



３

基盤づくり～つなげる～

自転車通行空間等の新設整備

ライトライン停留場付近の駐輪場環境の向上 路線バス停留所付近の駐輪場整備

意識向上～みらいへ～

機会づくり～自転車の輪～

学校やプロスポーツチーム，民間企業等と連携した交通安全教室の開催

企業等と連携した自転車通勤の促進

宇都宮ジャパンカップサイクルロードレース等の開催

宇都宮ジャパンカップ等における参加型レース・イベントの開催

プロスポーツや多様なメディアを活用した情報発信

ライトライン駅東側の駐輪場について，利用状況を注視
しながら，適宜，利便性の向上を図る。

ＮＣＣにおける地域拠点や人口が集積する幹線バス
路線沿線など，主要なバス停留所付近に駐輪場を整備
する。

小・中・高校生を対象に，交通ルールや自転車の正しい乗り方などを
学んでもらう交通安全教室等を開催するとともに，新たに動画等を活用
した効果的な交通安全教室を実施する。
また，高齢者を対象として，警察と連携した自転車教室や自転車シ

ミュレーターを活用した教室・イベント等を実施する。

自転車通勤の促進に向け，自転車の環境負荷低減や健康増進，渋滞緩
和などの効果について周知・啓発を行うとともに，国の「『自転車通勤
推進企業』宣言プロジェクト」の活用など，企業が主体的に自転車通勤
に取り組む方策を検討し，企業等と連携した自転車通勤の促進を図る。

「自転車のまち宇都宮」のブランド力向上や地域経済の活性化のほか，
市民をはじめ多くの方々に世界トップ選手の走りを間近で体感してもら
えるよう，アジア最高位の自転車ワンデイロードレース「宇都宮ジャパ
ンカップサイクルロードレース」等を開催する。
また，ライトラインのＪＲ宇都宮駅西側延伸後においても「宇都宮

ジャパンカップクリテリウム」を開催できるよう，競技団体等との協議
を行う。

「宇都宮ジャパンカップサイクルロードレース」等の開催に合わせて，
幅広い世代が楽しめる参加型レース・イベントを開催し，多くの市民が
身近にサイクルスポーツに親しめる機会を提供する。

宇都宮ジャパンカップや宇都宮ブリッツェンなど「自転車のまち宇都
宮」を代表するイベントやプロスポーツチームをはじめ，ＴＶ・ラジ
オ・ＳＮＳなど多様なメディアを活用した市内外へ情報発信を積極的に
行うことにより，本市の自転車に関する取組の認知度向上や「自転車の
まち」としてのブランド力向上を図る。

自転車ネットワークイメージ

主な取組

①拠点間を結ぶ幹線ネットワーク

都市拠点や地域拠点，産業拠点，観光拠点間を結ぶ幹線

道路を中心に形成し，道路ネットワークや公共交通ネッ

トワークとの整合を図りながら構築

②拠点内を移動する地域ネットワーク

幹線ネットワークで結ばれる各拠点において，回遊性の

向上や日常的な自転車利用の促進に資する路線により構

成

③周辺市町を結ぶ広域ネットワーク

市内及び周辺市町の観光拠点等を結び，広域的な移動や

回遊を支えるネットワーク路線により構成

ネットワーク構成 選定基準

①
拠点間を結ぶ

幹線ネットワーク

⚫ 都市拠点と地域拠点・産業拠点・観光拠

点を結ぶ移動需要が高い路線

②
拠点内を移動する

地域ネットワーク

⚫ 公共交通にアクセスする路線

⚫ 日常生活における自転車需要が高く見込

まれる路線

⚫ 自転車通学時の安全確保が必要な路線

⚫ 観光拠点内等の周辺路線

③
周辺市町を結ぶ

広域ネットワーク

⚫ サイクリングロードや周辺市町へ

跨るサイクリングルートとなる路線

 

 ③ 
 地域拠点 

産業拠点 

 

 

① 

都市拠点 

観光拠点 

② 

② 
② 

① 

① 

周辺市町の 
観光拠点 

 自転車ネットワークの構成



４

基盤づくり ～つなげる～

意識向上 ～みらいへ～

機会づくり ～自転車の輪～

自転車施策に関わる多様な関係者で構成する

「宇都宮市自転車のまち推進協議会」において事

業の進捗状況，効果確認及び施策事業の見直し等

を協議しながら，「自転車のまち宇都宮」実現に

向けて，官民連携により各種取組を推進する。

１） 推進体制

３） 進行管理

本計画の進行管理にあたっては，ＰＤＣＡサイ

クルの考え方に基づき，本計画（Ｐｌａｎ）に

沿った施策・事業の実施（Ｄо）に対して，年度

ごとにアウトプット指標等により進捗状況を評

価・検証（Ｃｈｅｃｋ）し，必要に応じて施策・

事業の見直し（Ａｃｔｉｏｎ）を行い，着実な計

画の推進を図る。

令和１２年度には，アウトプット指標，アウト

カム指標，計画全体指標の達成状況を確認すると

ともに，国の自転車活用推進計画や本市の上位計

画の改定状況等を踏まえ，次期計画を策定する。

〒320-8540 栃木県宇都宮市旭1丁目1番5号
TEL：028（632）5322 E-mail：u1601@city.utsunomiya.tochigi.jp

第2次宇都宮市自転車のまち推進計画 概要版 令和８年〇月
発行 宇都宮市 建設部 道路建設課 サイクルシティ推進グループ

歩行者や自動車と分離された
自転車専用の通行空間が整備

公共交通と接続する駐輪場が整備

公共交通と接続する駐輪場や学校
など目的にまでの自転車通行空間
が整備

歩行者が優先される空間では，
自転車の通行が抑制

自動車からの転換が促進

歩行者・自転車利用者・自動車運転者
それぞれが相互に配慮した社会が形成

宇都宮ジャパンカップやクリテリウム
の開催により，市内外から多くの人が
訪れ，賑わいが向上

自転車のルール・マナーの向上
やヘルメットの着用率向上など，
自転車の安全利用が促進

様々なサイクルイベントの実施により，
自転車を楽しむ多様な機会を提供

周辺市町と連携した広域的なサイクル
ツーリズムの推進により，河川沿いの
魅力が向上

２） 取組の進め方

事業に取り組むにあたっては，「市民」・「民間事業

者」・「行政」がそれぞれの役割を踏まえながら，官民

連携によって「自転車のまち宇都宮」を推進する。

【市民の役割】
・自転車のルール・マナー遵守
・サイクルイベントなどへの参加
・自家用車と自転車・公共交通の適
切な使い分け
・自転車を活用した健康づくり市民

＋
来訪者

行政
（国・県・市）

民間
交通事業者

ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑ

地域団体 等

【民間事業者の役割】
・利用者ニーズを踏まえたサービス
提供
・公共交通の利便性向上
・多様なサイクルイベントの開催
・行政の施策・事業との連携・協力
など

【行政の役割】
・安全・快適な自転車ネットワーク
の整備
・市民に対する情報発信・意識啓発
・民間事業者と連携した施策・事業
の推進
・民間事業者に対する適切な支援
など

連携・協力

取組による将来のまちのイメージ 第６章 推進体制と進行管理
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